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好
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く
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い
し
か
わ 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
パ
ー
ト
① 

男
女
が
平
等
に 

参
画
・
働
き
・
暮
ら
せ
る 

町
づ
く
り
を 

　

男
性
も
女
性
も
す
べ
て
の
個
人
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責

任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

本
町
で
は
、　

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
石

２１

川
町
第
４
次
総
合
計
画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
柱
の
一
つ
町
民

２１

と
と
も
に
歩
む
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
共
同
参
画
の
社
会
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
男
性
も
女
性
も
自
ら
の
意
思
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ

参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
た
め
、
プ
ラ
ン
の
内
容
を
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　この計画は、平成１６年度（２００４年）から平成２５年度（２０１３年）までの１０年間
とします。計画の期間

　

日
本
国
憲
法
に
、
男
女
平
等
の
理
念
が

う
た
わ
れ
て
以
来
、
国
連
な
ど
の
国
際
社

会
に
お
け
る
取
り
組
み
と
も
連
動
し
な
が

ら
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
各
種
の

法
律
や
制
度
の
整
備
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
実
際
の
社
会
の
な
か
で
は
今

も
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い

っ
た
固
定
的
観
念
や
差
別
意
識
か
ら
、
雇

用
機
会
や
待
遇
等
に
お
け
る
不
利
益
、
女

性
の
人
権
侵
害
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
問

題
が
広
く
存
在
し
、
男
女
が
対
等
な
関
係

で
互
い
の
人
権
や
能
力
を
尊
重
し
あ
え
る

真
の
男
女
平
等
が
実
現
し
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
女
性
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
男
性
の
生
き
方
を
問
い
直

す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
そ

の
解
決
に
向
け
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
の
社
会
環
境
は
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
、
経
済
・
産
業
構
造
の
変
化
、
情

報
化
、
国
際
化
、
環
境
、
教
育
問
題
な
ど

か
つ
て
な
い
速
さ
で
変
化
し
、
従
来
の
社

会
シ
ス
テ
ム
や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・

進
め
方
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応

し
き
れ
な
い
諸
問
題
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
男
女
が
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に

よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参
画
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め

ざ
し
、「
い
し
か
わ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
計
画
の
趣
旨
趣
旨 

計
画
の
趣
旨 

基
本
理
念

基
本
理
念 

基
本
理
念 

　

い
し
か
わ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
は
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
基
づ
き
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
個
人
の
尊
重
し
男
女

平
等
の
視
点
に
立
っ
た
意
識
の
啓
発
・
学
習
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女
性
の

社
会
参
加
を
促
進
す
る
環
境
づ
く
り
に
よ
り
、
女
性
の
地
位
向
上
と
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
策
定
し
ま
し
た
。

①
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
確
立

②
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
の
共
同
参
画

③
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の
変
革

④
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
に
気
づ
く
視
点

の
定
着

⑤
新
た
な
価
値
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
創
造

基
本
目
標

基
本
目
標 

基
本
目
標 

Ⅰ 
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

Ⅱ 
男
女
が
共
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

Ⅲ 
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

Ⅳ 
男
女
が
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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①
こ
の
計
画
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
も
の
で

す
。

②
国
や
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
本
町
の
基
本
的
な
取
り
組
み
の
方

向
と
具
体
的
施
策
を
示
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
を
推
進
す
る
た
め
の

行
動
計
画
と
す
る
も
の
で
す
。

③
民
間
企
業
や
民
間
団
体
等
に
対
し
て
は
、

こ
の
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
行
動
や

事
業
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

④
町
民
に
対
し
て
は
、
こ
の
計
画
の
趣
旨

を
理
解
さ
れ
て
、
家
庭
、
地
域
社
会
等

の
活
動
に
お
い
て
自
主
的
に
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
性
格
と
役
割

①メディアによる人権尊重人権尊重の推進推進 

②暴力②暴力を許を許さないない社会意識社会意識の推進 

③性の尊重尊重についての啓発啓発 

①家庭教育①家庭教育における男女平等男女平等の推進 

②学校教育②学校教育における男女平等男女平等の推進 

③社会教育③社会教育における男女平等男女平等の推進 

④国際理解④国際理解と交流交流の推進 

①広報①広報・啓発活動啓発活動の推進推進 

②情報②情報の収集・提供提供 

①母体①母体の保護・母子保健母子保健の充実充実 

②生涯②生涯にわたる健康づくりの推進推進 

①町の審議会審議会・委員会な委員会などの意思意思 
　決定過程　決定過程への女性参画女性参画の促進 

②政治分野②政治分野への女性参画女性参画の促進 

③町③町・企業・団体等団体等の意思決定過程意思決定過程 
　への女性参画女性参画の促進促進 

①地域社会①地域社会における男女共同参画男女共同参画 
　のための条件整備条件整備 

②女性②女性が主体的が主体的に行う地域活動地域活動への 
　支援　支援 

③家庭生活③家庭生活における男女共同参画男女共同参画の 
　推進　推進 

①高齢者①高齢者の自立と安定安定した暮た暮らしの 
　支援　支援 

②地域②地域における介護体制介護体制の確立 

①ひとり親家庭親家庭の生活安定生活安定と自立 
　支援　支援 

②障害②障害を持つを持つ人の生活安定生活安定と自立 
　支援　支援 
 

●
●
●

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
●
●
● 

1

1

2

1

2

2

3

1

2

3

①男女①男女の均等な雇用機会均等な雇用機会と待遇待遇の 
　確保　確保 

②農林業②農林業・商工業等商工業等の自営業営業に 
　おける共同参画共同参画の推進 

③労働意識③労働意識の啓発 

④セクシュアル・ハラスメント防止防止 
　対策　対策の推進推進 

⑤健康⑤健康の増進増進と確保確保 

男女平等意識の
啓発活動の推進 

男女の人権尊重
の推進 

男女平等意識の
教育・学習の推
進 

男女平等の 
意識づくり 

Ⅰ 

政策・方針決定
過程等への男女
共同参画の促進 

地域社会・家庭
における男女共
同参画の促進 

男女が共に参画
するまちづくり 

Ⅱ 

労働環境の整備 

仕事と家庭の両
立のための環境
整備 

男女が共に働き 
やすいまちづくり 

Ⅲ 

高齢者の暮らし
を充実させる制
度と体制の整備 

母体の保護と健
康づくりの充実 

援助を必要とする
人達が安心して暮
らせる環境の整備 

男女が共に安心して
暮らせるまちづくり 

Ⅳ 

①メディアによる人権尊重の推進 

②暴力を許さない社会意識の推進 

③性の尊重についての啓発 

①家庭教育における男女平等の推進 

②学校教育における男女平等の推進 

③社会教育における男女平等の推進 

④国際理解と交流の推進 

①広報・啓発活動の推進 

②情報の収集・提供 

①母体の保護・母子保健の充実 

②生涯にわたる健康づくりの推進 

①町の審議会・委員会などの意思 
　決定過程への女性参画の促進 

②政治分野への女性参画の促進 

③町・企業・団体等の意思決定過程 
　への女性参画の促進 

①地域社会における男女共同参画 
　のための条件整備 

②女性が主体的に行う地域活動への 
　支援 

③家庭生活における男女共同参画の 
　推進 

①育児・介護休業制度の定着 

②子育て環境の整備 

③多様な働き方に対応した就業機会 
　の拡大 

①男女の均等な雇用機会と待遇の 
　確保 

②農林業・商工業等の自営業に 
　おける共同参画の推進 

③労働意識の啓発 

④セクシュアル・ハラスメント防止 
　対策の推進 

⑤健康の増進と確保 

①高齢者の自立と安定した暮らしの 
　支援 

②地域における介護体制の確立 

①ひとり親家庭の生活安定と自立 
　支援 

②障害を持つ人の生活安定と自立 
　支援 
 

●
●
●

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
●
●
● 
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
っ
て
何
？

●
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

森
林
畜
産
資
源
な
ど

を
燃
料
と
し
て
利
用
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　

石
川
町
で
は
、「
石
川
町
第
４
次
総
合
計

画
」�
人
・
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま

高
原
都
市
い
し
か
わ
�
の
実
現
に
向
け
た

施
策
の
一
つ
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら

１４

町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調

査
・
研
究
に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％

１０

１５

の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る

「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み

と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は

じ
め
風
力
、
太
陽
、
小
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
た
事

業
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
を
継
承
し
な
が
ら
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
や
町
民
へ
の
環
境
教
育
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
「
石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

広
報
い
し
か
わ
で
は
、
今
月
号
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
内

容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
太
陽
光
発
電

　

太
陽
の
光
を
電
気
に

か
え
て
利
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。

●
太
陽
熱
利
用

　

太
陽
の
熱
を
集
め
て

温
水
を
利
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
す
。

●
風
力
発
電

　

風
の
力
を
電
気
に
か

え
て
利
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

●
小
水
力
発
電

　

水
の
力
を
電
気
に
か

え
て
利
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。

●
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

　

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

と
モ
ー
タ
ー
で
走
る
自

動
車
で
す
。

石
川
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
　
パ
ー
ト
① 

私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
… 

地
域
の
健
全
な
環
境
を
残
す
た
め
に
… 

今 新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

導
入
が
求
め
ら
れ 

て
い
ま
す 

今 新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

導
入
が
求
め
ら
れ 

て
い
ま
す 
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大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
、投
票
し
や
す
く
な
り
ま
す

7
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
き
が

●
対
象
と
な
る
投
票

　

名
簿
登
録
地
の
市
町
村
で
行
う
投
票

（
石
川
町
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
石

川
町
で
投
票
す
る
場
合
）

●
投
票
期
間

　

選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の

翌
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

（
従
来
の
不
在
者
投
票
は
、
公
示
日
ま
た

は
告
示
日
か
ら
投
票
で
き
ま
し
た
。）

●
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

　

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
、
冠
婚
葬
祭
の
用
務
が
あ
る
な
ど
一

定
の
事
由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る

者
※
投
票
の
際
に
は
、
今
ま
で
の
不
在
者
投

票
と
同
じ
よ
う
に
、
宣
誓
書
に
列
挙
さ

れ
て
い
る
一
定
の
事
由
の
中
か
ら
、
自

分
が
該
当
す
る
も
の
を
選
択
し
ま
す
。

●
投
票
場
所

　

期
日
前
投
票
所
（
石
川
町
役
場
）

●
投
票
時
間

　

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

●
投
票
手
続

　

基
本
的
に
選
挙
期
日
の
投
票
所
に
お
け

る
投
票
の
手
続
と
同
じ
で
す
。

　

期
日
前
投
票
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
、

投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が

不
要
と
な
り
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。（
従
来
の
名
簿
登
録
地
の

市
町
村
に
お
け
る
不
在
者
投
票
に
替
わ
る
制
度
で
す
）

期
日
前
投
票
制
度

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
、そ
の
対

象
者
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
代
理
記

載
制
度
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象

者
の
拡
大

（
２
）
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
お
け

る
代
理
記
載
制
度
の
創
設

町町町町町町町町町町町町職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員のののののののののののの人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事異異異異異異異異異異異異動動動動動動動動動動動動町職員の人事異動
　町では４月１日付けで職員の定期異動を行いました。ま
た、３月３１日で４人の職員が退職しました。
　異動した職員は次のとおりです。なお（　）内は旧所属
となります。

総務課�課長補佐兼財政係長・吉田純治〈昇任〉、主任主査兼職員係
長・大賀俊昭〈昇任〉、総務係長・佐藤康博（保健福祉課・昇任）、主
事・吉田知克（企画調整課）、主事・遠藤崇典（都市建設課）
企画調整課�主任主査兼管財係長・林　憲夫（税務課）、主事・鈴木佳
子（教育課）
税務課�課長補佐・丹内真紀（会計室）、課長補佐兼管理納税係長・味
戸芳彦（課長補佐〔管理納税担当〕）、主任主査兼資産税係長・三森孝
則（水道事業所）、主任主査・向井和代（保健福祉課）、主査・佐藤真
由美（町民生活課）
町民生活課�主事・菊池幸子（産業振興課）、主事・関根　拓（企画調
整課）、主事補・吉田万理枝（教育課）
保健福祉課�課長補佐兼保育係長・郷　貞夫（総務課）、係長〔保健セ
ンター庶務担当〕・矢内忠男（野木沢地区公民館）、主任主査・遠藤八
重子（税務課）、主査・芳賀　隆（都市建設課）、主査・迎　茂城（総
務課）、主事・矢内清春（町民生活課）、主事・森　幸子（産業振興課）
産業振興課�主任主査兼農政係長・吉田浩人〈昇任〉、主査・首藤剛太
郎（総務課）
都市建設課�主任主査兼都市整備係長・志賀正敏（総務課）、技師・小
川貴久（水道事業所）
会計室�主任主査兼会計係長・有賀英宏（税務課）
養護老人ホーム長生園�副園長兼生活指導員・荒川一夫〈昇任〉
教育課�課長補佐兼文化振興係長兼温水プール所長・長沼晴久（課長
補佐兼文化振興係長兼町史編纂担当）、主事・角田祥子（町民生活課）、
室長補佐兼町史編纂係長・矢内辰郎〈昇任〉
公民館・資料館�〔歴史民俗資料館〕歴史民俗資料館副館長・芳賀光
二（水道事業所）、〔中央公民館〕中央公民館副館長兼体育館副館長兼
勤労青少年ホーム副館長・荻野次男（副館長兼歴史民俗資料館副館長）、
〔野木沢地区公民館〕主査・藁谷哲男（監査委員事務部局）、〔沢田地
区公民館〕主任主査兼係長・富岡正幸〈昇任〉
監査委員事務部局�主事・鈴木優一（保健福祉課）
水道事業所�次長〔浄水担当〕・熊田　誠（次長兼施設係長）、次長兼
施設係長・小池義則（都市建設課・昇任）、主任主査兼浄水係長・木戸
惣寿（保健福祉課）、庶務係長・福田光雄（企画調整課）、主査・橋本
倉良（都市建設課）
保育所�〔第一保育所〕主幹兼第一保育所長兼沢田児童館長兼中谷児
童館長・板橋重徳〈昇任〉、主任主査兼主任保育技師・三浦範子（野木
沢保育所）、主任主査兼保育士・瀬谷玲子（第二保育所）、保育士・國
井陽子（第二保育所）、〔第二保育所〕主任主査兼主任保育技師・角田
みよ子（山形保育所）、主任主査兼保育士・渡辺智子（第一保育所・昇
任）、保育士・二瓶美登里（母畑保育所）、〔野木沢保育所〕主任主査兼
主任保育技師・瀬川文子（沢田児童館）、〔山形保育所〕主任主査兼主
任保育技師・大和田和子（第二保育所）、〔沢田児童館〕主任主査兼主
任児童厚生技師・石　理枝子（第一保育所）
調理場�〔沢田小・沢田中共同調理場〕主任調理師・円谷弘子（石川
中学校）、〔野木沢小学校〕主任主査兼調理師・須藤幸枝〈昇任〉、〔中
谷第一・第二共同調理場〕主任主査兼調理師・三森豊子（南山形小・
山形小共同調理場）、〔石川中学校〕主任調理師・高原敬子（沢田小・
沢田中共同調理場）、主任調理師・鹿岡みや子（中谷第一・第二共同調
理場）
退職者�矢内明男（中央公民館）、永沼一夫（水道事業所）、緑川幸子
（第一保育所）、玉山節子（第一保育所）



・・・ 
身近に行われている 

楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 

街かど
探検隊
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３
月　

日
、
山
形
字
松
原
地
内
の
現
地
で
、

２２

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
に
よ
る
松
原

橋
の
渡
橋
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
へ
通
じ
る
福
田

川
に
か
か
る
幅
３
・
２
㍍
、
長
さ
９
㍍
の
Ｐ

Ｃ
工
法
に
よ
る
永
久
橋
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。

　

渡
橋
式
は
神
事
の
あ
と
管
理
者
の
西
牧
立

博
町
長
、
地
元
利
用
者
代
表
の
小
湊
義
彦
さ

ん
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
、
地
元
住
民
の

渡
り
初
め
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
議
会
の
深
谷
勝
彦
議
長
、
山
形

安
全
委
員
会
の
小
豆
畑
剛
委
員
長
ら
が
祝

辞
を
、
施
工
の
志
賀
建
設
・
志
賀
由
和
社

長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

待
望
の
松
原
橋

渡
り
初
め

　

３
月　

日
、
双
里
の
末
広
で
、
昨
年　

月
に

１３

１１

旭
日
単
光
章
を
受
け
た
元
石
川
町
議
会
副
議

長
・
小
針
重
良
さ
ん
の
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、長
男

の
小
針
光
重
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
西

牧
立
博
町
長
、
友
人
の
我
妻
滋
夫
町
議
会
議

員
ら
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

小
針
さ
ん
は
、
昭
和　

年
９
月　

日
か
ら

５４

１５

町
議
会
議
員
と
し
て
副
議
長
を
務
め
る
な

ど
３
期
に
渡
り
町
政
伸
展
の
た
め
ご
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、
町
酪
農
業
組
合
、
県
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
協
会
な
ど
、
多
方
面
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
叙
勲
祝
賀
会

町
政
へ
の
尽
力
た
た
え
る

　

こ
の
ほ
ど
、
日
本
財
団
（
財
団
法
人
日

本
船
舶
振
興
会
）
か
ら
石
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
は　

万
円
の
助
成
を
受
け
、本
体
総

９２

額
１
２
９
万
円
の
福
祉
車
両
１
台
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

日
本
財
団
で
は
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由

な
人
が
、
地
域
で
独
立
し
た
日
常
生
活
が
営

め
る
よ
う
、
訪
問
入
浴
車
、
介
護
支
援
車
、
送

迎
支
援
車
、そ
し
て
車
い
す
対
応
車
な
ど
の
福

祉
車
両
の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
車
は
、助
手
席
が
車
両
の
外
に
せ
り
出

す
可
動
式
の
シ
ー
ト
が
設
定
し
て
あ
り
、ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
訪
問
介
護
の
移
動
な
ど

あ
ら
ゆ
る
目
的
に
使
用
で
き
ま
す
。

日
本
財
団
か
ら

ヘ
ル
パ
ー
訪
問
車
を
助
成
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４
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
町
と
町
内

郵
便
局
と
の
廃
棄
物
等
不
法
投
棄
・
道
路

損
傷
等
の
情
報
提
供
に
関
す
る
協
定
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
と
石
川
郵
便
局
の
小
泉

寛
喜
局
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
。
西
牧
町
長

は
「
郵
便
局
の
協
力
を
得
て
環
境
保
全
を
展

開
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
小
泉
局
長
は
「
地

域
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

協
定
は
石
川
、
石
川
駅
前
通
、
石
川
新
町
、

野
木
沢
、
母
畑
、
沢
田
の
６
つ
の
郵
便
局
が
対

象
で
、郵
便
局
職
員
が
郵
便
外
務
な
ど
の
際
に

発
見
し
た
道
路
の
損
傷
や
不
法
投
棄
の
状
況

を
町
に
通
報
す
る
も
の
で
す
。

不
法
投
棄
・
道
路
損
傷
を

見
逃
さ
な
い

　

４
月
６
日
、８
つ
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
１
７
１
人
が
夢
と
希
望
を
胸
に
抱

き
、校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、新
入
児
童
は
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
手
を
引

か
れ
元
気
に
初
登
校
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
で
は
交
通
安
全
母
の
会

な
ど
か
ら
、
新
入
学
児
童
一
人
ひ
と
り
に
交

通
安
全
を
願
い
黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
一
戸
一
朝
の
協
力
を
得
て
、
新

入
児
童
（
園
児
）
の
交
通
安
全
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
が

新
入
児
童
の
安
全
を
よ
び
か
け

　

４
月
２
日
〜
４
日
ま
で
、ふ
く
し
ま
国
体
記

念
第
９
回
東
日
本
高
校
強
化
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
が
、
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

関
東
、
東
北
、
北
陸
な
ど
か
ら
合
宿
を
含
む

　

校
が
参
加
。
学
法
石
川
高
校
・
ハ
ン
ド
ボ
ー

３７ル
部
の
田
中
繁
主
将
の
選
手
宣
誓
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

１
回
戦
、
第
一
試
合
に
登
場
し
た
学
法
石

川
高
校
は
、
霞
ヶ
浦
高
校
（
茨
城
県
）
に　
３４

対
９
で
圧
勝
。
２
回
戦
・
二
松
学
舎
沼
南
高

校
（
千
葉
県
）
に　

対　

、
準
々
決
勝
・
東

３５

１８

根
工
業
高
校
（
山
形
県
）
に　

対　

、
準

２７

１２

決
勝
で
伊
奈
高
校
（
茨
城
県
）
に　

対　
２０

３０

で
敗
れ
ま
し
た
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
４
年
連
続
で
伊
奈
高
校
。

学
法
石
川
高
校
が
第
３
位
に

伊
奈
高
校
が
４
連
覇
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職
業
▽
就
職
活
動
中
で
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
何
で
す
か

自
分
の
将
来
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考

え
た
り
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
た
り

し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

い
つ
ま
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

町
が
も
っ
と
活
性
化
し
、
魅
力
の
あ
る

町
に
な
る
よ
う
に
望
み
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

自
分
の
考
え
を
持
っ
て
行
動
す
る
人
。

思
い
や
り
の
あ
る
人
で
す
。

次
回
は
、
草
野
さ
ん
の
紹
介
で

遠
藤　

朱
美
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
９
人
に

な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ

５０

て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結
婚
。
当

２６

時
は
戦
後
の
復
興
、
食
糧
増
産
体
制
に

よ
る
稲
作
、
麦
、
葉
タ
バ
コ
の
生
産
に
励
み
、

特
に
二
毛
作
に
よ
る
麦
づ
く
り
で
は
、
中
谷
地

区
生
産
量
１
位
に
な
る
な
ど
努
力
の
成
果
が

収
入
に
つ
な
が
る
時
代
で
し
た
。
青
年
活
動
の

全
盛
期
、
農
業
が
楽
し
い
時
代
か
ら
、
昭
和　
４０

年
代
に
は
兼
業
農
家
に
切
り
替
え
、
夫
婦
で
勤

め
に
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
孫
と
遊

ぶ
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

軍
治
さ
ん　

庭
木
の
手
入
れ
や
秘
湯

め
ぐ
り
で
す
。

延
子
さ
ん　

民
謡
や
旅
行
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

石
と
川
、
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
が

す
ば
ら
し
く
、
双
里
地
区
の
今
出
川
の

桜
並
木
は
特
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

行
財
政
改
革
、
市
町
村
合
併
の
早
急
な

方
向
性
を
定
め
、
石
川
温
泉
郷
と
桜
並

木
、
歴
史
的
な
自
由
民
権
発
祥
の
地
、
三
芦
城

を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

住所／双里字桜町

野地　軍治さん（７５歳）
　　　延子さん（７１歳）
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石田
草野　秀策さん
（19歳）



聞 い て み ま し た 町 の 声 

千
葉
県
松
戸
市 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場したい方は、
総務課広報広聴係までご連絡ください。 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか

　首都東京に隣接し、常磐線沿線の中核都
市として急激な発展をとげている、人口約
４６万人の千葉県松戸市です。
　交通の便もよく住みやすいところで、梨
畑、東京ドーム１１個分の「２１世紀の森の公
園」や常盤平の桜通り、江戸川を渡る「矢
切の渡し」など、昔からの緑や風景が残さ
れています。また、白玉粉の生産量は日本
一です。
　実家では電装部品製造会社や高齢化社
会に対応したケアハウス、デイサービスセ
ンターなどの事業も展開しています。

◆いつ、石川町に来ましたか

　昭和５２年に来ました。

◆石川町の印象は

　空気、自然がとてもきれいで、特に星空
の美しさに驚かされました。子育てに励ん
でいた頃は、若い人たちは勤めに出ていた
ので寂しく感じました。しかし、地域のみ
なさんに親切に支えられながら、幸せに過
ごしています。

◆町政に望むことは何ですか

　図書館、公園など子どもたちが健全に集
える施設の整備と若い人たちが住みたく
なるまちづくりを進めてほしいです。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

私
は
統
合
中
学
校
第
一
回
卒
業
の
矢
内
と
申
し

ま
す
。
昭
和　

年
に
石
川
に
戻
り
、
問
屋
の
仕
事
を

６２

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年　

月
に
廃
業
し
、
今
は

１０

お
茶
と
駄
菓
子
を
販
売
す
る
小
売
店
を
営
ん
で
い

ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

小
学
校
５
・
６
年
生
と
担
任
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
は
、
今
も
ご
活
躍
の
石
川
の
鉱
物
研
究
家
、
三
森

た
か
子
先
生
で
す
。
先
生
は
よ
く
石
川
町
の
よ
さ
を

授
業
の
中
で
話
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
鉱
物
の
こ
と

や
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
幼
少
時
代
が
あ
っ
て
か
、
浮
か
ん
で
く

る
の
は
、
学
法
石
川
高
校
と
鉱
物
で
す
。
こ
の
紙
面

で
私
立
高
校
を
話
題
に
挙
げ
る
の
は
適
当
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
石
川
町
に
１
１
０

余
年
の
歴
史
が
あ
る
私
立
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
大
い
に
自
慢
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
校
風

が
大
好
き
で
す
。
創
立
者
の
森
嘉
種
氏
が
ど
の
く
ら

い
の
情
熱
で
、
ど
ん
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
こ
の
地

に
私
学
を
築
い
た
の
か
？
ど
れ
だ
け
多
く
の
石
川

地
方
の
方
々
が
そ
れ
を
支
援
し
て
き
た
の
か
？
を

考
え
る
と
、
や
は
り
学
法
石
川
を
挙
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
石
川
の
鉱
物
を
全
国
的
に
紹
介
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
も
森
嘉
種
氏
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

ま
た
学
校
の
話
に
な
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
最
近
の

中
学
生
と
話
す
る
機
会
が
あ
り
、
ど
う
し
て
石
川
か

ら
出
て
し
ま
う
の
か
？
と
尋
ね
る
と
、
○
○
高
校
で

×
×
が
し
た
い
、
と
い
う
よ
り
石
川
以
外
の
高
校
に

行
き
た
い
、
と
い
う
生
徒
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
決
し
て
郡
山
、
須
賀
川
、
白
河
に
あ
る
高
校
が

地
元
に
あ
る
高
校
と
比
べ
て
、
す
べ
て
優
れ
て
い
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
地
元
高
校
の
す
ば
ら
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
の
Ｐ
Ｒ
に
限
ら
ず
、

ま
ち
づ
く
り
で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
私
た
ち
大
人
が

石
川
地
方
の
よ
さ
を
自
分
の
子
ど
も
や
周
り
の
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
自
分
が
心
か

ら
「
石
川
が
好
き
で
す
！
」
と
言
え
る
よ
う
に
。

　

岩
盤
地
帯
（
地
震
）、
東
北
地
方
（
台
風
）
と
い
う

こ
と
で
総
体
的
に
安
全
な
地
域
で
あ
り
、
ま
た
緑
豊

か
な
山
々
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。
石
川
町
の

伝
統
、
文
化
、
歴
史
、
地
理
的
条
件
も
加
味
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に
は
、
教

育
・
福
祉
、
安
全
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
て
行
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら�
石
川
町
が
好
き
で
す
！
�と
言
え
る
よ
う
に

▲学法石川高の鉱物館と森嘉種像

沢井字清水窪沢井字清水窪

根本 松枝根本　松枝さんさん

双里字本宮 矢内　秀和さん
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編
纂
室
だ
よ
り 

81

　

前
号
で
は
昭
和　

年
６
月
の
一
回
目
の
石
川
町
財
政
再
建
団
体
指
定
に
つ

３１

い
て
、
資
料
（
福
島
県
地
方
課
編
『
市
町
村
財
政
再
建
の
記
録
』、
以
下
『
再

建
記
録
』
と
す
る
）
に
記
さ
れ
た
赤
字
財
政
の
原
因
を
み
ま
し
た
。
今
回
は
財

政
再
建
の
努
力
を
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
再
建
記
録
』に
み
え
る
一
回
目
の
赤

字
の
原
因
に
「
公
会
堂
建
設
」
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
不
思
議
で
す
。
ま
た
、

「
上
水
道
の
建
設
途
上
に
お
い
て
災
害

に
遭
い
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
す
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
町
は
財
政
再
建

に
取
り
組
み
、
昭
和　

年
度
は
２
、
６

３１
６
０
千
円
の
赤
字
で

し
た
が
、　

年
度
は

３２

　

千
円
の
黒
字
に
し

７９て
財
政
再
建
に
成
功

し
ま
し
た
。

　
『
再
建
記
録
』に
よ

る
と
、　

年
度
の
町

３０

二
回
あ
っ
た
町
の
財
政
再
建
団
体
指
定 
�

健
全
財
政
へ
の
対
策

民
税
な
ど
の
税
収
入
は
歳
入
の　

・
４

４０

％
で
あ
っ
た
も
の
を
、　

年
度
は　

・

３２

５８

６
％
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
徴
収
率
の
上
昇
が
大
き
く
、
役
場
職

員
の
徴
税
努
力
が
み
ら
れ
ま
す
。
地
方

交
付
税
も　

年
度
の
２
７
、
７
８
０
千

３０

円
か
ら
、　

年
度
は
３
１
、
６
１
５
千

３２

円
に
増
額
さ
れ
、
現
在
と
は
逆
の
状
態

だ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
抑
制
を
み
る
と
、
人
件
費
が

　

年
度
の
３
１
、
１
６
２
千
円
か
ら
、

３０
　

年
度
の
２
６
、
０
１
２
千
円
に　

％

３２

１７

も
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は　

人
の
職

８２

員
を　

人
と
し
、
超
過
勤
務
手
当
・
職

８０

員
手
当
の
圧
縮
が
あ
り
、　

年　

月
の

３０

１０

「
第
八
回
議
会
会
議
録
」（
町
歴
史
民
俗

資
料
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
す
で
に
扶
養

家
族
手
当
支
給
停
止
ま
で
審
議
・
決
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
議
員
数
は

合
併
後
の　

名
か
ら
、　

年
９
月
に
は

９７

３０

　

名
に
減
員
さ
れ
ま
し
た
。

３０
　

そ
の
他
食
糧
費
・
旅
費
な
ど
も
削
減

さ
れ
ま
し
た
が
、
普
通
建
設
費
・
失
業

対
策
費
な
ど
の
事
業
費
は
多
少
な
が
ら

増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
建
築

な
ど
に
よ
る
公
債
費
す
な
わ
ち
借
金
は
、

　

％
も
増
加
し
問
題
を
残
し
ま
し
た
。

３５
　

そ
し
て
早
く
も　

年
度
に
赤
字
を
出

３３

し
、　

年
度
か
ら
二
回
目
の
再
建
団
体

３４

に
指
定
さ
れ
ま
す
。

経
費
の
削
減

再
び
財
政
再
建
団
体
へ

▲大竹謙蔵第二代議長
（昭和30.9～ 34.4）

　

青
少
年
の
社
会
性
や
思
い
や
り
の
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
た
め
、
学
校
内
外
を
通
じ
た
体
験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

石
川
町
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ
今
年
３
年
目

１４

を
迎
え
ま
す
。
情
報
提
供
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
行
う
推
進
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

●
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

町
教
育
委
員
会
に
設
置
さ
れ
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
町
に
お
け

る
青
少
年
の
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
に
関
し
て
、
情
報
提
供
・

相
談
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
い
し
か
わ
子
ど
も
体
験
活
動
推
進
協
議
会

　

町
や
各
地
区
に
お
け
る
青
少
年
の
体

験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

に
関
し
て
、
事
業
の
運
営
方
針
、
実
施

方
法
・
内
容
等
の
共
通
理
解
を
図
る
と

伴
に
、
事
業
の
企
画
、
指
導
助
言
、
相

談
対
応
、
連
絡
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
セ
ン
タ
ー
事
業

石
川
町
教
育
委
員
会
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
18
の
提
案
 

　

消
費
者
が
相
談
す

る
時
に
は
、
ト
ラ
ブ

ル
の
内
容
を
説
明
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、
何
を

し
た
い
か
、
例
え
ば

「
交
換
し
て
ほ
し
い
」「
解
約
し
た
い
」
な
ど
自

分
の
希
望
（
要
求
）
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
契
約
書
、
保
証
書
な
ど
の
資
料
を
用
意
し
て

　
「
テ
レ
ビ
が
発
火
し
た
」
な
ど
商
品
の
安
全
性

に
関
す
る
相
談
の
場
合
、
損
害
の
程
度
、
商
品

自
体
の
情
報
（
商
品
名
、
製
造
者
な
ど
）
が
必

要
で
す
。
内
容
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
あ

ら
か
じ
め
保
証
書
な
ど
を
用
意
す
る
か
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
メ
モ
に
と
っ
て
か
ら
相
談
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
で
絵
画
の
購
入
を
し

た
」
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
悪
質
商
法
に
関
す
る

相
談
で
も
、
契
約
書
な
ど
の
関
係
資
料
を
そ
ろ

え
て
く
だ
さ
い
。
特
に
勧
誘
さ
れ
て
か
ら
契
約

に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め

に
必
要
な
情
報
で
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
メ
モ

に
し
て
お
く
と
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

●
本
人
が
相
談
を

　

状
況
な
ど
を
正
確
に
把
握
し
、
本
人
の
意
向

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く
契

約
し
た
当
事
者
が
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
当
事
者

が
相
談
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
本
人
の

承
諾
を
得
て
必
要
な
こ
と
を
聞
き
取
っ
て
お
い

て
か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、「
ネ
ッ
ト
上
で
自
分
と
同
じ
よ
う
な
ケ

ー
ス
が
解
約
に
な
っ
た
と
い
う
情
報
を
見
た
。

自
分
も
解
約
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
に
は
自
分
自
身
が
ど
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
関
係
資

料
な
ど
の
書
面
や
メ
モ
の
準
備
が
必
要
な
の
で

す
。

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますのでご了
承願います。 

ハッピー
　スマイル

形見字形見
平成１４年７月３１日生まれ
徹さん・陽子さんの長男

「良い・幸せ・ただしい、という意味のある、
名前のような人になってください。」

双里字赤沼
平成１４年１０月１日生まれ
信幸さん・百合子さんの四男

「健康第一 !! いっぱい食べて、いっぱい
遊んで、元気に育ってネ！」

飯
島　

禎
   

ち
ゃ
ん

た
だ
し

山
田　

壮
志

    

ち
ゃ
ん

そ
う
し

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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冷
蔵
庫
を

冷
蔵
庫
を

効
率
的
に

効
率
的
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
！

使
用
し
ま
し
ょ
う
！

冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、
余
分
な
電
力
を
消
費
し
ま
す
。

冷
蔵
庫
を
効
率
的
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
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「みんなで地域づくり」�
　地域のミニディサービスでは

ボランティアさんが、会場まで歩

いてこられない参加者の送迎や

お話し相手、その日のお楽しみの

内容を盛り上げたり、昼食づくり

などいろいろ分担してやってい

ます。ボランティアさんからも

「お年寄りの方から自分の方が

元気がもらえる」「喜んでもらえ

てうれしい」などうれしい声がた

くさんありました。

　反省会では運営ばかりでなく、

もっといい意見がたくさん出さ

れ、地域のことをみんなで考えて

いくひとつのつながりになった

らいいなと力強いものを感じて

います。

　ひとりでいることの多い人に

参加していただきたいし、いつま

でも元気で自分のことがやれる

ように楽しみの場づくりができ

ればいいなと思っています。

　「病気と上手に付き合いながら、

自分でできることは自分でやる

ぞ～」という元気でいる気持ちを

みんなで応援していく体制が地

域の中にあれば、どれほど心強い

かと思います。忙しい毎日に追わ

れ、隣の人にもなかなかあいさつ

ができない・・そんな希薄な関係

にならぬよう今から心がけてい

かなければならないと感じてい

ます。

��������	
��
�����

いろいろな給付があります

　「若い頃は細かったのに、今は洋服のサイズが２号も
大きくなって…」体重が増える、ウエストが太くなる
のは肥満への第一歩です。体に脂肪が付くことで高血
圧、糖尿病、高脂血症などの原因となります。
　現在の体重が適正かどうか、ＢＭＩ（体格指数）で
知ることができます。ＢＭＩは簡単な計算ですので確
認してみましょう。「肥満」と出たら普段の食事の見直
し、運動をするようにこころがけてみましょう。

ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
例）体重７５㎏・身長１６５㎝の人
　　７５（㎏）÷１.６５（m）÷１.６５（m）＝２７.５（判定は肥満）

●判定基準

体力、抵抗力の低下が心配やせ過ぎ１８．５未満
できるだけ適正体重に近づけるふつう１８．５以上２２未満
生活習慣病にかかりにくい適正体重２２
できるだけ適正体重に近づけるふつう２３以上２５未満
生活習慣病では？早めに改善を！肥満２５以上

　　申請して給付を受けましょう

　診察や治療などのほかに、次のような
場合にも国保担当窓口に申請すれば給付
を受けられます。

いったん全額自己負担したとき

　次のような場合、いったん全額自
己負担となりますが、その後、国保
の窓口へ申請し、審査で決定すれば、
自己負担分を除いた額があとで支給
されます。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
不慮の事故などで、国
保を扱っていない病院
で治療を受けたときや、
旅先で急病になり保険
証を持たずに診察を受
けたとき

222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222
手術などで輸血に用
いた生血代（第三者
に限る）※

333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333
コルセットなどの補
装具代がかかったと
き※

444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444
はり・灸・マッサー
ジ等の施術を受けた
とき※

555555555555555555555555555555555555555555555555555555555555555
骨折やねんざなどで、
国保を扱っていない
柔道整復師の施術を
受けたとき

666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666
海外渡航中に治療を
受けたとき

※は医師が認めた場合のみ適用されます。

�
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こんにちは
赤ちゃん

カ ップル誕生

お くやみ

5月 ●May
ふるどのクリニック
町民グラウンド
老人福祉センター

保健センター

町民グラウンド
クリスタルパーク石川
中島病院

役場宿直室

老人福祉センター

中島病院
町民グラウンド
クリスタルパーク石川
保健センター

在宅当番医　　　　　　　　　　
協会長旗Ｃリーグソフトボール大会（７：００～）
心配ごと相談（１０：００～）　
春の行政相談週間（～２５日）

離乳食教室（９：１５～）　

ヤマザキカップソフトボール大会（～２３日／７：００～）
全国バレーボールクラブカップ福島県大会（８：３０～）
在宅当番医　

交通事故巡回相談（１０：００～）

心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医
町長杯Ｃリーグソフトボール大会（７：００～）
猫啼区民スポーツ大会（８：３０～）
１歳児健診（９：３０～）
世界禁煙デー
禁煙週間（～６／６）

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

16

17

18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30

31

保健センター

中島病院
町民グラウンド
クリスタルパーク石川
町民グラウンド
町民グラウンド、外
老人福祉センター

保健センター
保健センター
保健センター

クリスタルパーク石川
町民グラウンド
中島病院

保健センター
保健センター

男女雇用機会均等月間
農薬危害防止運動月間
まちづくり月間
土砂災害防止月間
環境月間
水道週間（～７日）
がけ崩れ防災週間（～７日）
人権擁護委員の日
気象記念日

１歳６ヵ月健診（１３：３０～）
歯の衛生週間（～１０日）
世界環境デー
在宅当番医
県民スポーツ町予選会・ソフトボール（６：００～）
中谷区民スポーツ大会（７：３０～）
高原杯野球大会（７：００～）
県民スポーツ町予選会（～１１日／１７：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）
危険物安全週間（～１４日）
２歳児教室（９：３０～）
ひまわり教室（９：３０～）
３～４ヵ月健診（１３：３０～）　

母畑区民スポーツ大会（～１３日）
理事長杯Ａリーグソフトボール大会（７：００～）
在宅当番医

ツベルクリン反応検査・ＢＣＧ（１２：３０～）
すくすく教室（９：３０～）
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1

2
3
4
5
6

7

8
9

10
11
12
13

14
15

固定資産税（１期分）
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住 所保 護 者氏 名

芳賀　 浩  幸  （正　幸・ちつ子） 北　山
ひろ ゆき

関根　 結  生  （高　之・智　絵） 母　畑
ゆ い

片寄 広  菜  子  （嘉　之・由香理） 古　舘
ひ な こ

大竹　　 愛  （　真　・宣　江） 中　田
まな

生田目 渉  夢  （義　則・麻　美） 山　形
あゆ む

板橋　 南  緒  （浩　文・優　子） 板　橋
な お

姉帶　 綺  良  （俊　司・久美子） 秋　台
き ら

野内　 愛  梨  （裕　美・智恵美） 大字新屋敷
あい り

有松　　 翼  （正　人・裕　美） 和　久
つばさ

泉　　 陽  斗  （宏　道・さゆり） 梁　瀬
はる と

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

佐藤　貴昭（谷　沢）・大竹　春美（玉川村）

渡辺　定一（湯郷渡）・唐　瑞　蘭（中　国）

小平　大輔（赤　羽）・小松　綾子（南山形）

根本　孝司（沢　井）・野崎　恭子（福島市）

住 所　 氏　 名　

関　根　一　巳　　　　　 母　畑
小豆畑　フ　ユ　　　　　 王子平
高　原　郡　良　　　　　 板　橋
近　内　孝　一　　　　　 中　野
荒　川　ミヨ子 　　　　　下　泉
有　賀　ア　キ　　　　　 下　泉
十文字　カ　ネ 　　　　　下　泉
矢　内　一　郎 　　　　　板　橋

（平成１６年３月１日～３月３１日まで届出分　敬称略）

6月 ● June



町民憲章 町の人口 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第206回  
　山形保育所  

施設の紹介  　子どもたち8人が、春はさんぽ、夏は水遊び、秋には木の実とり、そして冬にはそり滑りと四季折々
の自然を満喫し、心豊かで友だちを思いやり、一人ひとりが、伸び伸びと元気一杯生活しています。 

編集後記 
　今回の編集を最後に、広報を離
れることになりました。5年9カ月
の間、多くの町民の皆様方にご協力、
ご支援をいただき、また取材にも
快く応じてくださった皆様方に感
謝申し上げます。町民のみなさん
が参画でき、手にして、読んでい
ただけるものをと考えて参りまし
たが、満足のいく紙面づくりは、な
かなかできませんでした。次の担
当は“吉田知克さん”です。今後
とも『広報いしかわ』をよろしく
お願いします。　　 （迎　茂城） 

　4月から5月にかけて、日本全土の日当たり
のよい草地に生える多年草。葉は五角状円心
形で、長さ3～7cm、深く三つに裂け、あらい
鋸歯（きょし）があります。キンポウゲ属の植物
はプロトアネモニンを含んでみな毒があります。
　　　　　　　　（写真提供／関根政信さん） 

石川文化幼稚園に通う吉原萌香さん（左）、日南乃さん（右）
と祖父の西牧宏さん（左）、祖母のミツエさん（右）です。 

添田　綾香さん（6歳） 
あやか 

わたしは、おままごとが大好きです。お皿や、スプー
ンをならべて、これからごちそうを作るところです。 

酒井　惣伍さん（5歳） 
そうご 

ぼくは、がんばって鉄棒の前上がりができるように
なりました。それからフープもとっても上手です。 
 

小湊　将生さん（5歳） 
まさき 

ぼくは、フープあそびが大好きです。はじめは上手
にできなかったけど、今は200回ぐらい回せます。 

小豆畑　百香さん（5歳） 
ももか 

わたしは、ブランコが大好きです。弟や、やっくん、お
ばあちゃんものっています。 

表紙の 登場人物 

1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

19,101人（－92） 

（  ）内前月比 

●4月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,337人（－46） 
9,764人（－46） 
5,561戸（－15） 

好

き

な

遊

び

！

キンポウゲ（キンポウゲ科） 
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